
令和 6年度 学校関係者評価報告書 

 

学校法人有坂中央学園 

中央医療歯科専門学校 

 

１．学校関係者評価委員会 

学校法人有坂中央学園 学校関係者評価委員会は「令和 6 年度自己点検・自己評価報告書」の結

果に基づいて学校関係者評価を令和 7年 2月 13日に実施したので、下記の通り報告します。 

 

全体会 2月 13日 16時～17時 中央医療歯科専門学校 校長室 

参加者：小野 好一（太田新田歯科医師会 会 長） 

    飯塚 光宏（太田新田歯科医師会 副会長） 

    星野 寛一（中央医療歯科専門学校 校長） 

    戸田 恵理（中央医療歯科専門学校 教務課長） 

    細井 亮太（中央医療歯科専門学校 課長代理） 

２．令和 6年度自己点検・自己評価における学校関係者評価(中央医療歯科専門学校) 

評価項目 評価 
評価に対する今後の学校の取組

等 

１．建学の精神・教育理

念・教育目的・教育目標     

●建学の精神のもと、教育理念・目標を定

め、社会のニーズに対応した社会人の

育成に努力している。 

●学生の多様化に対応できる教育

体制、学習意欲の維持向上の取り

組みが行われている。  

●保護者等に対して、ホームページ

や学園新聞等を利用した積極的

な情報開示、情報共有されてい

る。 

○社会のニーズを踏まえ、新たな知識・

技術を提供する機会を拡充するとと

もに、学生個々の能力に応じた個別

指導や効率的な補習などを実施して

いく。 

○保護者等に対し、学校への理解

をより 一層深めてもらうた

め、情報開示ガイドラインに沿

ったホームページ等での学校

情報の開示内容を見直す。 

２．教育の内容 

 

 

 

 

 

 

●運営方針及び事業計画が策定されてお

り、また運営組織やその意志決定の過

程も明らかになっている。  

●業界や地域社会に対するコンプ

ライアンス体制の整備を充実し、

教職員への周知徹底がなされて

いる。 

○授業の改善計画を進めていく。 

○法令倫理に則った適切なコン

プライアンス体制を構築し、そ

れらを共通認識として共有す

ることで法令遵守 を徹底して

いく。 

○臨地実習ノートの記入方法の

指導方法を徹底していく。 

３．教育の実施体制 

 

 

●これまでの長年の実績から教育水準は

高いと考える。  

●実践的な技術の獲得、社会人としての

○定められた教育内容（知識、技

術の修 得）に重点を置きなが

らも、業界・社会が求める実践



３．総評 

上記９項目に対し、委員による評価は良好であったことから、有坂中央学園中央医療歯科専門学

校の教育活動、学校運営は概ね高い水準で維持されていると評価する。これからも実践的な教育

の整備並びに学生の学力向上に対する取組等に対し常に時代に即した対応を行い、教育の質の向

上に一層の努力を望みます。 

以上 

 

 

 

 

 

人間形成、モラルや意欲の問題、学生の

習熟度など取り組むべき課題もある。  

 

    

力を持った社会人を育成する

ための方策を議論し、企業や実

習先の講師による特別授業の

実施など、業界や企業等と連携

したより実践的な技能を身に

つける教育に取り組んでいく。  

４．教育目標の達成 

と教育効果        

●退学の要因となる学習意欲の低下や成

績不良に対し、入学時の早い段階から

面接指導などを通して意識を高める取

り組みに努力している。  

●卒業生へのアンケート調査を実施し、

卒業後の動向（定着率・離職率）を把握

し、得られた情報を基に、教育内容に盛

り込み更に質の高い教育内容の実施を

期待する。 

○引き続き試験全員合格を目指してい

く。 

○補習授業や１年次からの体験実習を 

通して学習意欲の向上を図りながら

退学率の低減に努める。  

○卒業後の動向、業界関係の情報収集

に努め教育内容を精査するととも

に、それらの情報を在校生並びに保

護者等に提供していく。  

５．学生支援     

 

 

 

 

 

●キャリアサポート、奨学金制度、担任制

度などさまざまな形で学生支援を行っ

ている点は評価できる。  

○学生個々の状況に応じて適切に対応

する体制を充実していく。  

○保護者との密な連携を図り、学校教

育への理解を促進していく。  

○卒業生への講習や研修をさらに進め

ていく。  

６．社会的活動 

 

 

●地域活動や地域貢献、ボランティア活

動への取り組みが継続的に実施されて

いる。 

○幼稚園、小学校実習等のボラン

ティア活動を引き続き実施し

ていく。 

７．管理運営 

 

 

●専修学校各種学校の規定に則り、適切

に 

運営が行われている。 

○教育成果を含めた具体的な学校情報 

を公開することで学校への理解を促

進していく。 

８．財務   

 

 

●財務体質が健全であり、適切な財務運

営 

が行われている。 

○教育成果を含めた具体的な学

校情報を公開することで学校

への理解を促進 していく。  

９．改革・改善 

 

 

 

●法令を遵守し、自己点検・自己評価を行 

い、それらの情報を公開している。 

●コンプライアンス推進体制の強化が望

まれる。 

○法令遵守にあたっては、規定を整備

し、全教職員間において周知徹底を

図ることにより、コンプライアンス

を推進する体制を早期に実現する。 


